
喫緊の教育課題の解決に向け、

1月18日、総合教育センターにて、在田教育長をはじめ、京都市教育委員会の局部長級職員と市P連常
任理事の約70名による教育懇談会を開催しました。子どもたちのより良い教育環境づくりに向け、喫緊
の教育課題を取り上げ、熱く意見を交わし合いました。PTA・学校・教育委員会の3者が、“すべては子
どもたちのために”という理念を改めて共有するとても有意義な懇談会となりました。

1　喫緊の教育課題について
⑴ 保幼・小・中の連携について
⑵ 3学期制の導入について
⑶  学校施設の整備及び学習環境の 

充実について
⑷  総合支援学校における教育内容の 

周知・理解の促進について
⑸ 今後のPTA活動のあり方について

2　フリーディスカッション
⑴  学校における働き方改革について 
⑵  発達に心配のある子どもや様々な 

困難を抱えた子どもへの教育について

（懇談内容一部抜粋）

市教委と懇談会を実施

小P連　植松会長

「学校における働き方改革について」
フリーディスカッション　

教職員の勤務実態は、どのようになっていますか ? 
また、その状況に対して教育委員会としてどのような対策を
講じていますか ?

　働き方改革として、これから教育委員会・学校で実施されていく取組はありますか ? 
また、PTA として協力できることはありますか ?

　文科省が実施した教員勤務実態調査結果では、小学校では約3割・中学校では約6割
の教員が月80時間以上の時間外勤務を行っており、本市においても全国調査とほぼ同
様の多忙な実態があります。
　過日発表された文科省の緊急提言の中に、長期休業中に学校を閉めるという内容があ
りましたが、本市では既に15年前からお盆の1週間を学校閉鎖日とし、連続した休暇の
取得を促してきました。
　さらに今年度からは、校長会等と教育委員会とが様々な場で働き方改革に向けた協議
を進めている他、部活動指導補助や教務主任の業務補助を行う職員を試験的に配置し、
教員の負担軽減に向けた研究を行っているところです。

　働き方改革について、協力の申し出をいただき、ありがとうございます。
　現在、より客観的に教員の勤務実態を把握できるシステムの導入や、教員の業務の一
部を補助する校務支援員や部活動指導員の配置拡充に向けた検討を行っております。
　各学校・幼稚園においても、例えば曜日や時刻を決めて学校を閉めるといった取組を始
めている学校もあり、こうした取組についても検討を進めたいと考えています。
　これらの取組を通じて、教職員がより生き生きと子どもに向き合えるようにしたいと考
えておりますので、保護者の皆様のご理解とご協力をお願いしたいと思います。

「3学期制の導入について」
　来年度より新たな3学期制が導入されると
聞いていますが、その狙いについて教えてほし
い。また、2学期制しか知らない教員が多くい
る中、円滑な実施に向け、どのような対応をさ
れるのか教えてください。中P連　南副会長

　新しい学習指導要領では「何を学ぶのか」に加え、「どのように学
ぶのか」「何ができるようになるのか」まで求められているなど、子ど
もたちの学びが大きく変わります。そのため、これまでより短い期間
で学習指導や評価を行い、その結果や子どもたちの学びの様子を保
護者の皆様と共有することが大切になります。新しい3学期制では、
長期休業（夏休み・冬休み・春休み）前の年3回通知票をお示しすると
ともに、懇談を通じて、お子様の夏休みなどの期間の過ごし方につい
て共有し、目標をもって過ごしてもらうことを狙いとしています。
　実施に際しては、現在でも長期休業前に成績がわかる資料を作成
しており、作業自体が大きく変わるものではありません。また、来年
度から通知票の様式を全校で標準化するなど、お子様・保護者の皆
様へ学習評価内容をわかりやすく提示するよう工夫してまいります。

懇談項目一覧

1 市P連ホームページ:http://www.kyoto-pta.jp/　メールアドレス:kyoto-pta@edu.city.kyoto.jp

☎075（801）1177【 相談時間 】10時〜16時30分

育児のこと・しつけのこと・子どもの教育など悩みを抱える方は、誰でもお気軽にお電話ください。秘密は固く守られます。　
※火曜（祝日の場合は翌日も）・日曜・祝日・年末年始は休み
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幼稚園には、おもしろそうな絵本がいっぱい！
（みつば幼稚園絵本室）

楽しく参加してもらえる
ＰＴＡとは

7月

Make Communication 

家族のコミュニケーションが深まる

ＰＴＡ同士のつながりを共に学ぶ

10月号では、子ども（家族）とのコミュニケーション手段のアンケートの結果を紹介しましたが、今号では「SNSに関する家族のエピソード　
part ２」として「微笑ましい活用方法（こんな風に活用できれば）編」を紹介します。

　 「今日は、これにした!」「こんなんあった」
 幼稚園から絵本を持ち帰る貸出日。お隣の絵本バッグにも同じシリーズの本が !  
「流行ってるんや〜」と保護者同士が笑顔。

　小P連ではつながりをテーマに理事会の場でワークショップを行いました。情報交換や課題の共有を行い、
単位PTAの活動に活かせるように取り組んできました。

施設を利用する子どもたちと同様にバスに乗って、京
都市野外活動施設　花背山の家へ行きました。工作や
オリエンテーリングを体験し、施設の見学を行うと同時
に、参加者同士の交流を図ることができました。

また、昼食後のワークショップではテーマを『気軽に話
そう ! 夢と理想のPTA』とし、グループに分かれて話し合
い発表をしました。

京都府警察本部少年課 少年事件特別捜査隊の石塚氏 
をお招きしました。子どもたちを取り巻く状況を実際の
ショッキングな事例とともに教えていただきました。ネッ
トを介した犯罪の被害にあった子どもの半数以上が、
ネットの使い方を指導された覚えがないそうです。大
人がネットの危険性を認識し、子どもと一緒に正しい使
い方を考えることが必要だと感じました。

今年度のワークショップの中で「PTAの活動と個人情報保護について知りたい」との意見が多かったため開催し
ました。講師には花山中学校PTA新家会長（平成26年度市P連会長）をお招きして、より良くPTA活動をするための 
ポイントについてのお話をお聞きしました。

また、個人情報保護法の改正に伴う個人情報の取り扱いについて具体的な例を学ぶことができました。
11月22日の理事会では学んだことを踏まえ、単Pにおける活動についてワークショップを行い意見交換をしました。

小Ｐ連全市ＰＴＡ役員交流会９
  １１

携帯・スマホの
危険性についての教育講座

９
   20

ＰＴＡ活動・個人情報保護に関する教育講座10
    18

小P連

中P連

わがＰＴＡ（わが家）
自慢

5月
ＰＴＡ活動における
課題の共有

6月

私のＬＩＮＥ（ママ友とのやり取り）を
見た高校生の娘の一言「長っ！！」。

ＬＩＮＥなんてできないと思ってい
たけれど、子どものおかげでできる
ようになりました。

言葉で言えないことはついＳＮＳで
伝えるのが今の若者です。
この機能は今の時代に大切かも。

主人との会話はＬＩＮＥの方が

盛り上がる。スタンプいっぱいで

別人のようにおもしろい。

大学で地方に離れた娘とは２ヶ月に
１回くらいしかＬＩＮＥでやり取
りしない。元気ならいいか！
という感じです。

夫と２人の息子はゲーム友達。

協力して敵を倒していきます。

家族のグループライン。

仕事帰りに必ず連絡。

学校・親・子ども

するために

使い方を間違えると、犯罪に巻き込まれた
り、他人を傷つけてしまうこともあるSNS。

親の意見の中には「直接話すというのが一
番いい」というものが多いかもしれません。で
も少し視点を変えてみて考えると、家族の中
でこれまでにない会話が生まれたり、これま
でなら伝わらなかったこと、知らなかったこと
もSNSという手段を使うことによって分かり合
え、お互いを理解する
こともできるかも
しれません。上
手に活用する
ことで違った
新しい家族像
というのも生
まれるかもし
れませんね。
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第2弾
１０月号（ＮＯ．７９）に
引き続き、各校種ごとに
コミュニケーションを
テーマにした取組を
紹介します。

ワークショップ テーマ ワークショップ テーマ ワークショップ テーマ
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文化祭で、
クッキー等を販売

体育祭で玉入れに参加する
ＰＴＡの皆さん

陶芸教室で、
オリジナルの陶器を作成

幼P連では、毎月16日の「ノーテレビ・ノーゲームデー」
の活動テーマを、「大切な時間 〜 親子で絵本タイムをつ
くろう!〜」としています。テレビやゲームを消して、家
族で絵本を読む時間を持つことで、より良いコミュニケー
ションが生まれることを目指しています。無駄な灯りを
消し、地球にいい事をと始めたエコ活動が、家族のコミュ
ニケーションを深めることにつながっています。

とある16日…。わがまま放題の息子を叱り険悪な空気の
夜。息子は泣きじゃくり一言、「絵本よんで…ねんねしよ」。

気持ちが収まらず、ぶっきら棒に読む私。涙をこらえな
がらも話に入り込む息子。その横顔に、胸が締め付け
られ「ごめんね」と私。「ぼくこそ、ごめんな
さい」と大泣きの息子。で、仲直り。読ん
だ絵本を書きとめる読書ノートで、子
どもの成長や家族の素敵な思い出
が振り返れる。愛情と願いを込
めて書いています。

家族のコミュニケーションが深まる

絵本タイム
最後のＰＴＡ活動

子どもたちの笑顔がみたい!! 

　 「今日は、これにした!」「こんなんあった」
 幼稚園から絵本を持ち帰る貸出日。お隣の絵本バッグにも同じシリーズの本が !  
「流行ってるんや〜」と保護者同士が笑顔。

今年の3年生が卒業すると、洛陽工業高校・
伏見工業高校全日制は、京都工学院高校に統合
されます。最後の年、3校のPTAが合同で行事
を行い、PTA同士に加え、生徒達ともコミュニ
ケーションをとりました。体育祭では、生徒達
と一緒に玉入れに参加し、3位になりました。
また、文化祭では模擬店で飲み物と白河総合支
援学校の生徒が作ったクッキーや京都工学院
高校のマークの入ったどら焼きの販売を行っ
たところ、大盛況で午前中に完売しました。

文化行事では、洛陽工業高校PTAが「地元を
知ろう」というテーマで企画した、伏見界隈の
散策・見学会を行いました。また、伏見工業高
校PTAが担当して「家紋の型染め体験」や陶芸
家である森里龍生さんの指導のもと東総合支
援学校の生徒さんに協力していただき、  「陶
芸体験」を行いました。

3校で行うPTA活動最後の年、会員間のコ
ミュニケーションも深まり、内容の濃い活動に
なりました。

総P連

伏見工洛陽工

北総合では「ほんぶ
ぷれす」というものを
発行して、ＰＴＡの楽し
い講座などをわかりや
すく案内してます！

北

そのために保護者は様々な工夫をしてます♪

高P連 幼P連

M
今年の市P連の
活動テーマは

C ake
ommunication

白河総合は、今年もダ
ンスを踊りました。得
意な人も苦手な人も、
大人も子どもも、笑っ
て踊れば、みんなハッ
ピー (^o^)/

白 河

鳴 滝

西総合では「児童生徒
の笑顔をたくさん見つけ
ること」を目標に、スマイ
ル掲示板を設置し、子ど
もたちの笑顔を紹介して
います。

西

１０月号（ＮＯ．７９）に
引き続き、各校種ごとに
コミュニケーションを
テーマにした取組を
紹介します。
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市P連行事平成30年度

様々な地域活動の中で子どもたちは育まれています。
自治会・町内会に加入して地域活動に参加しましょう !

新たに PTAに加入される新入生の保護者の方にも、
地域活動に参加していただくよう、お声かけをお願いします。

自治会・町内会や地域活動の問い合わせ　

京都市文化市民局地域自治推進室内 地域コミュニティサポートセンター
TEL:222-3098 FAX:222-3042 　Eメール:chiikizukuri@city.kyoto.lg.jp

など…

子どもの
見守り活動

学区民
体育祭 地蔵盆 防災・防犯の

取組

★1年間PTA活動に一生懸命取り組んでいただいた皆様に
　感謝を込めて実施!（※どなたでも参加できます。）

　PTA感謝の集い・親子コンサート
　●京都コンサートホール

7月7日
（土）

★年に1回、全市学校・幼稚園の
　PTA会長が集まる研修会
　市P連研修会
　●京都アスニー

6月13日
（水）

★全行政区、全校種で実施!
　人権月間街頭啓発活動
　●市内約40カ所

12月1日
（土）

★子どものために大人が頑張る
　一大イベント!!
　PTAフェスティバル
　●みやこメッセ

12月8日
（土）

★社会全体で子どもたちを守るため、子どもたちの人権について訴えます!
　憲法月間人権啓発パレード
　●京都御池中学校〜総合教育センター

4月14日
（土）

キャンペーン月間
地域力アップ3月・4月

PTA フェスティバル

憲法月間人権啓発パレード

講師は鳥取大学 三木裕和教授。
30年以上の障害児教育の経験をもと
に「思春期の子育ては親にとって苦
悩の連続。どの家庭も同じですよ。」
と親しみやすくお話しくださいまし
た。発達障害の特性をもつ人は、欠
点については指摘され自覚している
けれど、自分の良さや価値をよく知
らないといいます。子どもは何とか

自立しようとしています。歩き始め
た子にそっと手を差し出すように、
今こそ手をつなぐとき。成功体験
よりも「人生なんとかなる！」という
感覚を培っていけるといいですね、 
など誰にでも当ては
まるお話に大きくう
なずきました。

三木裕和教授

　平成30年４月から自転車保険の加入が
義務化されることを知っていますか？
京都市で自転車に乗られる方は、
全員保険加入が必要です。

　案内のパンフレットは３月上旬以降学校を通じて配布されますので、まず、ご家庭で
現在加入されている保険をご確認の上、自転車保険未加入であれば、本保険への加
入をぜひご検討ください！ また、既に賠償責任保険に加入されている方のため、傷害
保険のみのプランも用意しておりますので、あわせてご検討ください。

京都市ＰＴＡ連絡協議会では、
自転車保険加入義務化に対応した保険を用意しました！

・団体割引による割安な保険料
・お子様がけがした際に補償する傷害保険に、自転車事故等で
  他人にけがをさせた際に補償する賠償責任保険をセット
・賠償責任保険はご家族全員を補償、補償額国内無制限で
  示談交渉サービス付。賠償責任保険に特化して年間保険料を
  1,450円に抑えたプランも用意

京都市では、3月・4月を地域力アップキャンペーン月間に設定し、
自治会・町内会の加入促進をはじめ、地域力向上に向けた取組を応援しています。

全市交流会を開催 全市研修会を開催

「ほっこり子育てひろば」は、同じ年頃の子ど
もを持つ保護者同士が、子育てについての不
安、悩み、喜び、親としての心構えなどにつ
いて少人数のグループに分かれ、ワークショッ
プ形式で話合いをするものです。

この度の交流会では全市のはぐくみ委員約
150名が参加し、1グループ3 ～ 4名の40グ
ループに分かれ、「いつくしむ」というテーマで
我が子を初めて抱っこした時の気持ち、親になっ

た喜びや名前の由来について話をしました。
共感することが多く、同じ気持ちの人がいるこ

とに安心したり、新しい考えに触れ、違う角度か
らの物事のとらえ方を知ることができました。

知らない者同士がテーマを持って子育てに
ついて話し合う機会はなかなかありません。支
部や学校は違っても、はぐくみ委員同士、同じ
子育てを共有している“仲間”であることが実感
でき、実りある交流会となりました。

2月7日、京都アスニーにて
『思いどおりにはならない季節がやってくる♡〜発達障害の思春期を考える』

と題した全市研修会を開催しました。

入ってる？
自転車保険

そこで…

保険の
特 徴

は ぐ く み小P連 委員会 親 ま な び中P連 委員会

11月8日、京都アスニーにて、全市交流会が開催されました。
今年度は、京都市子ども若者はぐくみ局事業「ほっこり子育てひろば」 

（テーマ：いつくしむ〜子どもも私もかけがいのない存在〜）に取り組みました。

保険内容等のお問合せについては、学校等ではなく下記までお願いします。
京都府損害保険代理業協同組合　0120-670-022
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